
































































































信仰が日本人の死生観の底流をなしていると説く。一方、環境考古学のパイオニアである安田義憲は、花粉分析等から解明した中東の急激な気候変化が、一神教の登場を促し、多神教のシンボルである蛇信仰を駆逐した経緯を論じている。 この両者の主張は十分に魅力的ではあるが、反面、学問的な体系に属さない一匹狼 な吉野の論証スタイルや、復古的なアニミズムへ 安田の傾注ぶりに、 危惧の念を覚えざるを得ない。
　　　　　　
今から五千年ほど前の温暖な気候の下で関東







































































































法とみなして、 『桜川』と、世阿弥の他の女物狂能『水無月祓』 柏崎 『班女』 『花筺』 『百万』について比較検討すると、世阿弥はこの三つの手法を原則としながら、 作品毎に改良を加えて、異なる作品世界を作っていたことが判明した。
　　　　　　
特に注目したいのが〈Ｚ〉のクライマックス
の位置であ 。能の山場につい は、 『高砂』 が、能の結末が頂点となるように場面を組み立てているのに対して、 『桜川』の 合は、結末に親子や夫婦 再会の場を作るため、クライマックスの場面を四段目の最後に ることになる。ただし、世阿弥の女物狂能の『柏崎』 『花筐』については、 三段目 最後にクライマックス〈Ｚ〉が作られていた。こ 違いは、それぞれの筋書きに従って山場の位置が工夫されているからだ。
　　　　　　
例えば、 『三井寺』は現在は作者不詳で通っ

























































日本列島の各地から出土した遺物の圧痕から、縄文時代の布（編布）の製作技法・用具を復元し、縄文の布を再現するに至った過程の話、編み方の話、 編み上げた織物の実物等拝見し、 並々ならぬ努力に感服、縄文の文化 高さに驚いたことであった。
　　　　　　
尾関清子著『縄文の布―日本列島布文化の
起源と特質―〔増補版〕 』が二〇一八年一二月二五日雄山閣か 出版されている。
	
	
（野崎典子記）
